
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂ノ市校区公民館だより  

坂ノ市校区公民館 

(坂ノ市市民センター そば) 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ５９２－５１６１ 

開館日 月･水･金曜日 

＊会議などで外出する事があります 

1 月号 
《№219》 

 

令和５年 1月 1日発行 
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№219-① 裏面もご覧ください 

 校区公民館の玄関前に紅白の葉ボタンが並んでいます。細

区にお住まいの岩田和男さんが、丹精込めて育てた 2鉢を今

年も届けてくれました。年末の風物詩となっている「細区農産

物品評会」にも出品を続けている岩田さん。今年はコロナの影

響で品評会が中止となり残念でしたが、今年も届けられた葉

ボタンが季節の訪れを告げています。 

 倉掛の大平さんが届けてくれた多肉植物の寄せ植えは１年

半が経ち随分と姿が変わりましたが、相変わらず来館者の目

を楽しませてくれています。小佐井校区公民館から頂いたコ

キア（ほうき草）も紅く色づき、そこに葉ボタンが加わって、校

区公民館前は益々にぎやかになりました。 

年頭のあいさつ  

 明けましておめでとうございます。皆様にはご家族おそろいで暖かいお正月をお迎えの事とお喜び

申し上げます。 

 平素は坂ノ市校区公民館の運営にご理解とご協力を賜り心よりお礼申し上げます。 

 昨年度はコロナ禍の中で思うように活動ができませんでした。現在の状況ではまだ不安要素があり、

先行きが見えていません。 

 本年もウイズコロナで活動の方向を探りながら希望と発展を求め、微力でありますが地域のためにで

きる活動を進めていきたいと思います。 

 終わりになりましたがこれまでに倍してご支援ご協力をお願いし併せて皆様方の益々のご繁栄とご健

康、ご多幸を重ねて、お祈り申し上げます。                    坂ノ市校区公民館長 菅元忠利 

～癒しの里～ 
門口一鉢でみんなにエール ⑯ 

 

坂ノ市地区公民館からのお知らせ 
 
坂ノ市 ２０歳のつどい  
坂ノ市地区公民館 集会室 

令和 5年１月８日（日） 17：00から  

〔問い合わせ先 097-592-0735〕 

 

 対象は坂ノ市地区に住んでいた、または現在住んでいる、平

成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの人。この２０

年を振り返る○×クイズや、マイサテさんの歌とトークのステ

ージなどを実行委員が企画しています。 

 当日会場に「２０歳の人たちへの応援メッセージ」を展示しま

す。公民館にメッセージカードを用意していますので、地域の方

から成人へのお祝メッセージもお待ちしています。 
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１  月     校  区  公  民  館  行  事  予  定  表  

６（金）･･･ 仕事始め／四館連絡会      （坂ノ市地区公民館 10：30～） 

１４・２８（土）･･･ 絵手紙教室    （坂ノ市市民センター 大会議室 10：00） 

１６（月）･･･ 盆踊りを考える会    （坂ノ市市民センター 大会議室 10：00） 

１７（火）･･･  かご作り教室       (坂ノ市地区公民館 研修室 10：00～) 

２１（土）･･･ウォーキング教室「てくてくの会」   （木田東部公民館  9：30～） 

２５（水）･･･【共催】子育てサロン「すきっぷ」     （市西公民館 受付 9：30～） 

№219-② 裏面もご覧ください 

  １２月７日（水）、紙バンドを使ったかご作りの

体験講座を実施しました。（講師：帆足祐子先生） 

 もとは米袋の口を縛る物だった紙バンド。色も

豊富になった人気の手芸材料で、初心者向けに小

物入れを作りました。 

 毎月１回の教室でかご作りをしている教室生か

ら手作りコースターのプレゼントもありました。

編み方も色々あると知ってもっと作ってみたいと

いう参加者には、月 1 回教室の案内をしました。 

  

 

 

 １２月１０日（土）、校区青少協との共

催で、「子ども年賀状教室」を開催しまし

た。（講師：仲築間叡一先生） 

 コロナ禍で２年ぶり１２回目の開催と

なったこの教室、参加した小中学生が来

年の干支のウサギや縁起物などを描きま

した。初めて持つ『つけペン』に最初は悪

戦苦闘しましたが、慣れてくるとスムー

ズに扱えるようになりました。 

 講師の仲築間先生が１３年前の第１回

を振り返って、「干支が一回りした」と話

してくださったことで、長く続いている

この教室の歴史を感じました。 

子ども年賀状教室  
校区青少協と共催 

かご作り体験講座 

 

 

 

  


